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・ これまでの推計では、E外 8時
間・晨内16時間という、比較的

被ぱく線量の高い生活パターン

を保守的に仮定。

・ 実際の様々な生活パターンに
応じて屋外の滞在時間や場所
は、大きく異なる。

支援チーム作成資料

これまでの個人の被ばく線量の推計

(航空機モニタリング測定による空間線量)[μSv/h]

X(屋外8時間+屋内16時間 X逮蔽効果0.4(木造家屋))X365日 ÷1000=個 人の被ばく線量[鰤v/v

での推計に比べて、低くなる傾向

実際の個人の被ばく線量を決定すo要素

・ これまでの推計では、緊急時の対応
として、環境放射線の尺度(人体の

大きさや構造を考慮していない)であ

る空間線量を使用.

・ 個人線量計で計測した個人線量は、
人体の大きさや感受性の異なる臓

器の位置・配置などの構造を加味し

た実際に人体が放射線から受ける

影響の尺度を反映.

・ これまでの推計では屋内滞在は
すべて木造家屋と仮定し、その遠
破効果を単一の60%放射線を低
減と仮定。

・ 実際には、様々な生活パターンに
応じて、コンクリートの建物等の

遭薇効果の大きい場所に滞在す

ることや、連薇効果そのもの自体
も60%低減から異なる可能性b
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田村市、飯舘村、川内村でのスペクトル測定結果

γ線エネルギースペクトルから求めた核種別の周辺線量寄与の割合
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（Ｓ
）
佃
「仰

◆散乱線 [%]
25-569keV
●放射性セシウム [%]
569-829keV
Oカリウム[%]
1.4～ 1.6MeV

×その他 EO/o]
0.829～ 1.4MeV

4       6       8

周辺線量H*(10)(μ Sv/h)

直接線は主
に662keV

散乱線のビークエネル
ギーは約100kev

i面i百

=登

三墜二つきはあるが、直接線が6割、散乱線憂 割ヨ
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前提条件

・実験に用いた個人線量計はJISファントム上
で137csv線AP照射によって適切に校正され
ている。校正の基準は外、h6(10,0)である。

・ 実験に用いたNaIシンチレTションサTベイ
メータはH士(lo)を概ね正確に測定している。



空間線量一個人線 (飯舘村・田村市 )

用 (確定したものではありません )

ー

0_:0        0_15

サーベイメータによる空間線■ (msv)

飯館村・田村市

/T層平公民館く日外)
C)小富曲田山林
(D小富曲口農地

>
∽
E

劇

轟轟1知訂
仰饉担民軍
0に曽中学校(11
働饉餞中学校(3n
f3G中暉嘲|(■ `

me手農事摯会
"静地見城●●籠|

ten中学校(21

く
嘔
005

1仰～IT,

-(v-o-7lx)
l-tu = o6ox)

fi<, =o.6tx)

y・ 0_59x)

y・ 059χ )

′
‐・―

・
・
・
●

着
●

〓
‥

↓

一
‘

一

‐

ｏ

，

■
▼

‘
・
・
‥

↓

①
ｌ
ｌ
・

重

‥
‐

■

・
―

―

´

●

‐
‥
↓

020



用 (確定したものではありまt´ん)

空間線量一個人線量 (lH内村 )
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扇 用(確定したものではありましん珂

E(RO丁)一個人線量計指示値
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飯舘村蕨平集会所 (屋外)
原因については要検討

20            3Ю

実効線量(ROT)推定値[μ Sv/h]
田村・飯舘・,!:内

個人線量計の指示値は

実効線量E(RO丁)を適
切に評価している。

別の言い方:個人線量計の指示値からE(RO丁)への換
算係数は○○。まとめ方:平均エネルギーと換算係数
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2 .

当面の論点 (案 )

散乱線の RO丁照射に対する個人線量計の応答
100keVのX線をRO丁照射ジオメトリで個人線量計に
照射した場合、線量計の応答は実効線量 (RO丁 )とど
のような関係にあるか。(⇒実際の線量計の応答は〃

肇なるため、実験的に確かめ

生活環境における個人線量計の応答  ‐

調査範囲での生活環境C
量計の応答は、ファントム
線量の測定結果から推定される実効線量とどのような
関係にあるか。(⇒上記と同様。実際の生活環境で指
示値を実効線量に換算するための係数の分布を把握
する。)
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その 也の論点 (検討中)

生活環境における空間線量(ダ(10))から実効線
量 (どは0丁),ど(ISO))への換算係数の分布はど
のようなものか。(⇒個人線量の推計のための基
礎資料とする。)

実効線量評価のための個人線.量計の要件
一 上記の結果から、実効線量を適切に評価できる個人線
量計の特性上の要件を明らかにする。(⇒ 例 :住民が
使用する線量計は、JiS規格に準拠した性能 (エネル
ギー特性、方向特性)を有するもので、137csのAP照射

れた線量計であればその読
効線量と読み替えてよいなど)



課題

・ 個人線量計の着用方法、管理方法などの現

実的な問題

`仕組みの問題 (線量計の認証、記録の保管、
品質のチェック等 )

・ 子供の議論

・航空機モニタリングとの関連
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今後の予定

・ 個人線量1計の特性試験 (校正室 )
_137cs,x線 (100keV)AP照射、RO丁照射

`RO丁照射における校正用ファントムの適切性
の確認 |

―RANDo、 PMMA30、 PMMA40の 比較
・ その他 ‐


